
向島中学校・鐘淵中学校 統合新中学校の施設整備の考え方 

 

 
※ イメージ図のため実際と異なる場合があります。        

 

新しい校舎は、次のようなコンセプトに基づき、整備を進めています。 

 

１ 学ぶ環境としての学習空間のあり方 

  これからの学校づくりでは、中学生の多様な学習内容や学習形態に対応できるような施設をつくる

ことが大切である。これまでの一斉授業中心の活動だけではなく、生徒の成長や理解度に応じた習熟

度別の授業や、個人学習など用途や目的に応じた使い分けが迅速かつ容易に対応できるような施設整

備を図っていく。また、将来的な教育環境の変化や学級数の増減にも配慮することが必要である。 

教職員諸室は必要な規模を確保するとともに、見渡しがよく、校内各所への移動便利な位置に配置

する。また、生徒が相談しやすく入りやすいよう、見通しが良い生徒に開かれた教職員諸室となるよ

うに計画する。 

施設整備と併せて、生徒達が快適に学習・生活ができるよう、適切な室内環境や吸音・遮音性等を

備えた施設環境を確保することも重要である。 

 

２ 生徒の学習だけでない生活空間 

学校は生徒の学習のための場であるのみならず、生活の場として、ゆとりと潤いのある施設づくり

について計画することが重要である。生徒達の健康と安全を十分に確保することはもちろん、校内の

快適性を確保するため、採光、通風、換気等に十分配慮し、快適で豊かな施設環境を確保することが

求められている。 

生徒達の生活の場として、十分な安全性、防災性、防犯性を備え、ユニバーサルデザインに配慮し

た施設整備を図るとともに、自然エネルギー導入や環境負荷の低減等を考慮した自然環境にもやさし

い施設づくりを行う。 

 




